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2田原市議会だより 第92号（2024年1月）

未来を育む子育て支援を
含む全２５議案を可決

子
ど
も
・
子
育
て
施
策
の
推
進
に
必
要
な
財
源
を
安
定

的
に
確
保
し
、
次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健

や
か
に
生
ま
れ
、
育
つ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
、
こ
ど
も
基
金
を
設
置
し
ま
す
。

議
案
第
92
号
基
金
条
例
の
一
部
改
正

こ
ど
も
基
金
を
設
置
し
ま
す

このようなことが決まりました
令和５年 第４回 定例会（11月30日～12月14日）

	 市長提出議案	 ２５件

令和5年第4回定例会を11月30日から12月14日まで開催しました。
市長提出議案25件のうち、人権擁護委員候補者の推薦2件は異議なしと決定し、
一般会計補正予算を含む23件は、いずれも原案のとおり可決しました。

▷関連4～5ページ
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令
和
15
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
た
第
２
次
田
原
市

総
合
計
画
の
う
ち
、
将
来
都
市
像
と
し
て
「
う
る
お
い

と
活
力
あ
ふ
れ
る
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
～
み
ん
な
が
幸
せ

を
実
現
で
き
る
ま
ち
～
」
を
掲
げ
た
基
本
構
想
を
可
決

し
ま
し
た
。

議
案
第
1
0
5
号
第
2
次
田
原
市
総
合
計
画
の
基
本
構
想

議
案
第
96
号
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正

第
2
次
田
原
市
総
合
計
画
の

基
本
構
想
を
可
決
し
ま
し
た

水
道
料
金
を
改
定
し
ま
す

水
道
事
業
の
安
定
的
な
事
業
経
営
を
継
続
す
る
た
め

に
、
使
用
水
量
料
金
及
び
私
設
消
火
栓
使
用
料
金
を

20
％
、
固
定
料
金
を
15
％
改
定
し
、
全
体
で
は
18
％
増

額
改
定
（
値
上
げ
）
し
ま
す
。

田
原
市
議
会
議
長　

中
神
靖
典

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か

し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

田
原
市
は
昨
年
、
市
制
施
行
20
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
本
年
は
、

新
た
な
10
年
間
を
見
据
え
た
第
２
次

田
原
市
総
合
計
画
に
よ
り
、
将
来
都

市
像
を
「
う
る
お
い
と
活
力
あ
ふ
れ

る
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
～
み
ん
な
が
幸

せ
を
実
現
で
き
る
ま
ち
～
」と
掲
げ
、

地
域
や
社
会
全
体
に
幸
せ
や
豊
か
さ

が
広
が
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。

混
沌
と
す
る
世
界
情
勢
、
長
び
く
物

価
高
騰
な
ど
、
不
安
な
要
素
に
よ
り
、

田
原
市
も
問
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す

が
、
昨
年
新
し
い
体
制
に
な
り
ま
し
た

田
原
市
議
会
議
員
一
同
、
よ
り
多
く
の

皆
様
の
お
声
を
頂
戴
し
、
田
原
市
の
課

題
解
決
に
向
け
た
活
動
に
邁
進
し
て
ま

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご

多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

謹
ん
で
新
春
を

　
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。



4田原市議会だより 第92号（2024年1月）

議
案 

№
91

産
前
産
後
期
間
の
国
民
健
康
保
険
税
を
減
額

問	

出
産
に
は
早
産
な
ど
も
含
ま
れ
る
の

か
。

答 

国
民
健
康
保
険
税
の
産
前
産
後
期
間
の

減
額
に
お
け
る
出
産
は
、
妊
娠
85
日
以

上
の
分
娩
を
言
い
、早
産
の
他
、死
産
、

流
産
、
人
工
妊
娠
中
絶
も
含
ま
れ
る
。

議
案 

№
92

こ
ど
も
基
金
の
設
置

問	

こ
ど
も
基
金
の
設
置
に
至
る
背
景
は
。

答 

国
で
は
こ
ど
も
家
庭
庁
が
創
設
さ
れ
、

本
市
も
令
和
6
年
度
ス
タ
ー
ト
の
第
2

次
総
合
計
画
で
、
子
育
て
環
境
の
充
実

な
ど
を
重
点
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
新
た
な
子

育
て
施
策
を
展
開
す
る
に
当
た
り
、
必

要
な
財
源
を
安
定
的
に
確
保
す
る
。

議
案 

№
96

水
道
料
金
の
改
定

問	

な
ぜ
水
道
料
金
改
定
が
必
要
な
の
か
。

答 

現
行
料
金
の
ま
ま
で
は
国
の
補
助
金
を

受
け
ら
れ
ず
、
令
和
6
年
度
以
降
は
赤

字
決
算
が
見
込
ま
れ
る
。
今
後
も
安
心

し
て
水
道
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

改
定
が
必
要
。

議
案 

№
97

下
水
道
使
用
料
等
の
改
定

問	
公
平
性
と
事
業
の
安
定
経
営
の
た
め
と

い
う
が
、
詳
細
は
。

答 
公
平
性
と
は
、
令
和
6
年
度
に
定
額
制

を
従
量
制
に
使
用
料
体
系
を
統
一
し
、

不
公
平
感
を
解
消
す
る
こ
と
。
安
定
経

営
の
た
め
と
は
、
現
行
の
使
用
料
体
系

を
継
続
し
た
場
合
、
人
口
減
少
等
に
伴

い
、
令
和
8
年
度
に
は
下
水
道
事
業
の

現
金
預
金
が
底
を
つ
く
見
込
み
で
あ

り
、
将
来
に
わ
た
り
下
水
道
事
業
を
運

営
す
る
た
め
。

議
案 

№
1
0
1

清
田
小
学
校
屋
内
運
動
場
の
長
寿
命
化
改
修

工
事
請
負
契
約
の
変
更

問	

今
回
の
改
修
工
事
の
変
更
内
容
は
。

答 

東
側
壁
面
の
修
復
の
他
、
全
体
の
外
壁

や
内
壁
の
ク
ラ
ッ
ク
等
の
補
修
箇
所
の

追
加
、
外
構
工
事
の
増
加
な
ど
。

（
12
／
7　
文
教
厚
生
委
員
会
）

議
案 

№
95

空
き
家
等
対
策
の
推
進

問	

管
理
不
全
空
家
等
に
認
定
し
た
後
、
引

き
続
き
適
正
な
管
理
が
行
わ
れ
な
か
っ

た
場
合
の
措
置
等
の
流
れ
は
。

答 

所
有
者
等
に
対
し
て
指
導
を
行
い
、
次

に
勧
告
す
る
こ
と
と
な
る
。そ
の
場
合
、

当
該
敷
地
は
、
固
定
資
産
税
等
の
住
宅

用
地
特
例
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
。

問	

認
定
や
措
置
を
講
ず
る
こ
と
で
、
今
後

ど
の
よ
う
な
効
果
を
期
待
す
る
か
。

答 

所
有
者
等
の
責
任
意
識
が
醸
成
さ
れ
、

早
い
段
階
で
の
空
き
家
の
適
正
管
理
に

つ
な
が
る
こ
と
や
、
空
き
家
等
の
売
買

や
除
去
の
促
進
等
に
つ
な
が
る
こ
と
。

▪
令
和
5
年
第
4
回
定
例
会
議
案
一
覧

議
案
番
号

市
長
提
出
議
案

83
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

（
山
本　
克
仁　
氏
）

84
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

（
小
笠
原　
扶
久
美　
氏
）

85
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

86
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

87
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及

び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

88
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与

及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

89
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間

そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

90
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

91
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

92
基
金
条
例
の
一
部
改
正

93
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

94
遺
児
手
当
支
給
条
例
の
一
部
改
正

95
空
家
等
対
策
協
議
会
設
置
条
例
及
び

空
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

96
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正

97
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
管
理
に
関
す

る
条
例
及
び
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

98
東
三
河
広
域
連
合
規
約
の
変
更

99
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解

100
財
産
の
無
償
貸
付
け
の
変
更

101
清
田
小
学
校
屋
内
運
動
場
長
寿
命
化
改
修

工
事
請
負
契
約
の
変
更

105
第
２
次
田
原
市
総
合
計
画
の
基
本
構
想

令
和
5
年
度
補
正
予
算

102
一
般
会
計
（
第
７
号
）

103
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
１
号
）

104
水
道
事
業
会
計
（
第
１
号
）

▪
追
加
議
案

議
案
番
号

市
長
提
出
議
案

106
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

令
和
５
年
度
補
正
予
算	

107
一
般
会
計
（
第
８
号
）

※
議
案
番
号
欄
が
白
の
議
案
は
、

　
賛
否
が
分
か
れ
た
議
案
で
す
。

議案に対する
委員会・本会議での

議員の質疑・意見です

主な質疑
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議
案 

№
1
0
0

貸
付
け
相
手
等
の
変
更

問	
野
田
南
部
養
豚
組
合
は
、
な
ぜ
解
散
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。

答 

か
つ
て
国
県
の
補
助
事
業
は
、
農
事
組

合
法
人
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
要
件

だ
っ
た
が
、
近
年
は
必
ず
し
も
必
要
で

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
背
景
も
あ
り
、

野
田
南
部
養
豚
組
合
は
組
合
の
有
り
方

に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
解
散
す
る
結

論
に
至
っ
た
と
伺
っ
て
い
る
。

（
12
／
7　
総
務
産
業
委
員
会
）

議
案 

№
1
0
2

令
和
5
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
7
号
）

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
増
額

問	

増
額
と
な
っ
た
理
由
は
。

答 

返
礼
品
の
数
の
増
加
や
新
規
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
の
開
設
、
ま
た
、
返
礼
品
の
魅

力
度
を
向
上
さ
せ
た
こ
と
で
上
半
期
の

寄
付
額
が
伸
び
た
こ
と
か
ら
、
下
半
期

の
増
額
を
見
込
ん
だ
。

渥
美
支
所
正
面
玄
関
の
ひ
さ
し
の
改
修

問	

来
庁
者
へ
の
影
響
は
。

答 

工
期
は
5
カ
月
程
度
。
正
面
玄
関
か
ら

出
入
り
が
で
き
る
よ
う
、
落
下
物
等
の

危
険
が
な
い
よ
う
に
安
全
に
配
慮
し
て

工
事
を
進
め
て
い
き
た
い
。

こ
ど
も
基
金
へ
の
積
立

問	

積
立
金
額
20
億
円
の
根
拠
は
。

答 

新
た
な
子
ど
も
施
策
等
へ
1
年
で
2
億

円
程
度
充
当
し
て
い
く
と
見
込
み
、
第

2
次
田
原
市
総
合
計
画
の
計
画
期
間
に

合
わ
せ
、
10
年
分
の
20
億
円
と
し
た
。

田
原
め
っ
く
ん
は
う
す
電
気
設
備
改
修

問	

今
回
補
正
で
計
上
し
た
理
由
は
。

答 

本
年
10
月
に
停
電
が
起
こ
り
、
そ
の
際

応
急
処
置
は
し
た
が
、
機
器
の
老
朽
化

等
で
い
つ
停
電
が
起
き
て
も
お
か
し
く

な
い
状
況
が
判
明
し
た
た
め
。

伊
良
湖
海
水
浴
場
の
海
岸
整
備

問	

今
回
補
正
で
計
上
し
た
理
由
は
。

答 

漂
着
物
の
除
去
等
が
必
要
な
状
況
で
あ

り
、
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
の
始
ま
る
前
ま

で
に
整
備
し
、
観
光
客
等
を
受
け
入
れ

た
い
と
考
え
て
い
る
た
め
。

福
江
市
街
地
活
性
化
に
係
る
補
助
金

問	

補
助
を
予
定
す
る
民
間
事
業
者
は
、
ど

の
よ
う
な
事
業
を
計
画
し
て
い
る
の
か
。

答 

空
き
店
舗
と
な
っ
て
い
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
レ
イ
を
改
修
し
、
地
域
住

民
や
観
光
客
な
ど
が
集
う
複
合
施
設
の

整
備
を
計
画
し
て
い
る
。

（
12
／
8　
予
算
決
算
委
員
会
）

議
案 

№
1
0
5

基
本
構
想
の
策
定

問	

改
定
版
第
1
次
総
合
計
画
で
は
、
ま
ち

づ
く
り
の
理
念
と
将
来
都
市
像
を
掲
げ

て
い
た
が
、
第
2
次
総
合
計
画
で
は
将

来
都
市
像
の
み
を
掲
げ
た
経
緯
は
。

答 

豊
か
な
自
然
環
境
と
活
発
な
産
業
な
ど

の
ま
ち
づ
く
り
の
面
と
、
市
民
の
生
き

が
い
な
ど
の
心
の
幸
せ
の
面
の
両
面
が

地
域
全
体
に
広
が
る
こ
と
を
目
指
し
、

一
つ
の
将
来
都
市
像
と
し
て
表
現
し
た

た
め
。

（
12
／
7　
総
合
計
画
審
査
特
別
委
員
会
）

議
案 

№
87

議
員
期
末
手
当
支
給
割
合
の
引
き
上
げ

	
反
対
（
岡
本
重
明
）	

報
酬
の
た
め
に
議
員
に
な
る
の
で
は
な
い
と

の
理
念
か
ら
外
れ
る
こ
と
か
ら
も
反
対
す
る
。

	

賛
成
（
真
野
尚
功
）	

国
や
他
の
地
方
公
共
団
体
と
の
均
衡
を
図
る

の
み
な
ら
ず
、
議
員
の
成
り
手
不
足
対
策
と

し
て
も
重
要
と
考
え
る
た
め
賛
成
す
る
。

賛否が分かれた議案
▪議案第８７号　「議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する

　　　　　　　　　　　　  条例の一部改正」

結　果
（賛成:反対）

可決
（16：1）◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ × ◦ ◦ ◦ ◦ －

〇…賛成　×…反対　−…議長は議決に加わらない

▽
「
現
行
の
健
康
保
険
証
の
存
続
を
求
め
る

意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

　
文
教
厚
生
委
員
会
で
審
査
し
た
結
果
、

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

※
陳
情
結
果
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
陳
情
を
審
査
し
ま
し
た

議案に対する
本会議での議員
の賛成・反対の

表明です

討　論

小
川
　
金
一

内
藤
　
　
浩

村
上
　
　
誠

辻󠄀
　
　
史
子

柳
元
　
浩
幸

山
上
　
勝
由

真
野
　
尚
功

古
川
　
美
栄

岡
本
　
禎
稔

鈴
木
　
和
基

小
川
　
貴
夫

中
村
健
太
郎

岡
本
　
重
明

古
川
　
幸
宏

中
野
　
哲
伸

平
松
　
昭
徳

内
藤
喜
久
枝

中
神
　
靖
典



ここが聞きたい 般一 質 問

6田原市議会だより 第92号（2024年1月）

動画へ
GO

問 	 令和5年度から地域活動団体コーディネーターを
配置しているが、中学校における休日部活動の地
域移行の取り組みとは。

答  生徒自身が休日の過ごし方を決めて活動できるよ
う、地域移行の環境整備を進めている。

問 	 休日の活動の選択肢を増やすことは、具体的には
どのように進めるのか。

答  既存の各種団体等での参加や、地域学校協働本部
や保護者がクラブを作り運営することが可能か検
討していただくよう依頼していく。

問 	 地域スポーツ団体の各種大会への参加は、今後ど
のようになるのか。

答  現在、学校の部活動としての参加しか認めていな
い大会もある。各種協会等に参加資格の変更等を
求めていきたい。

問 	 地域移行に関し、対象家庭への支援については。
答  参加費や移動等に関わる負担が生じることが考え

られるため、可能な支援について検討していく。

休日部活動の地域移行の取組について
問 	 令和7年度までに取り組むべきこと、それ以降も
継続していくことなどについて、段階的な取り組
みやスケジュールが必要と思うが、計画をどう進
めていくのか。

答  中学生が参加可能な団体の募集、指導者や活動場
所の確保、条件や組織について検討すると同時に、
スケジュールについても検討をしており、令和6
年度当初から計画的に取り組んでいきたい。

令和６年度当初からは計画に沿って取り組む

中学校の休日部活動の地域移行を
どう進めるか

自由民主党田原市議団
真

ま

野
の

  尚
ひさ

功
かつ

ここが聞きたい

一般質問
　一般質問とは、議員が自身の考えや市民の皆さんの声をもとに
市の行財政全般について方針や執行状況などを質問することです。



7

ここが聞きたい 般一 質 問

田原市議会だより 第92号（2024年1月）

おひとりさま（ひとり暮らしの高齢者）支援について

エンディングノートの活用を進めながら検討していく

終活情報登録伝達事業の取り組みは
できないか

問 	 本市のおひとりさま支援の取り組みは。
答  ひとり暮らし高齢者等への環境整備については、

緊急通報システムの貸与や食事を配達することで
安否確認を行う配食サービスなどの生活支援をし
ている。終活支援については、終活に関する自分
の考えなどを書き留めておくエンディングノート
を作成し無料配布している。また、もしもの時の
ために自身の意思を家族や医療・介護関係者等と
共有するアドバンス・ケア・プランニングの取り
組みも進めている。

問 	 神奈川県横須賀市のエンディングプラン・サポー
ト事業は、利用者が協力葬儀社と生前契約し、費
用を預け、亡くなった後、市と協力葬儀社が連携
して葬儀や納骨を行う事業であるが、本市でも行
えないのか。

答  葬儀社や医療機関等の協力が必要になるので、真
に必要なものか、さまざまな視点から検証してい
く。

問 	 緊急連絡先やエンディングノートなどの保管場
所、墓の所在地などの情報を市に登録する終活情
報登録伝達事業について取り組むことはできない
のか。

答  高齢者支援センターが行う実態把握調査や、市が
65歳以上のひとり暮らし高齢者等に登録を促して
いる災害時避難行動要支援者制度により確認がで
きている部分もある。引き続き、ひとり暮らし高
齢者等の実態把握等を継続することに加え、エン
ディングノートの活用を進めながら本事業の取り
組みについて検討していく。

動画へ
GO

一般質問

辻
つじ

　史
ふみ

子
こ

真
ま

野
の

　尚
ひさ

功
かつ

山
やま

上
かみ

　勝
かつ

由
よし

柳
やなぎもと

元　浩
ひろ

幸
ゆき

内
ない

藤
とう

喜
き

久
く

枝
え

小
お

川
がわ

　貴
たか

夫
お

小
お

川
がわ

　金
きん

一
いち

岡
おか

本
もと

　重
しげ

明
あき

古
ふる

川
かわ

　幸
ゆき

宏
ひろ

中
なか

村
むら

健
けん

太
た

郎
ろう

鈴
すず

木
き

　和
かず

基
もと

中
なか

野
の

  哲
あき

伸
のぶ

辻
つじ

  史
ふみ

子
こ

公明党田原市議団

P 6 真
ま

野
の

　尚
ひさ

功
かつ

休日部活動の地域移行の取組について

P 7 辻󠄀
つじ

　　史
ふみ

子
こ

おひとりさま（ひとり暮らしの高齢者）支援について

P 8 内
ない

藤
とう

喜
き

久
く

枝
え

赤羽根市民センター		一帯の施設の方向性について

P 8 古
ふる

川
かわ

　幸
ゆき

宏
ひろ

アイアンマン70.3東三河ジャパン	in	渥美半島について

P 9 中
なか

村
むら

健
けん

太
た

郎
ろう

消防団の在り方について

P 10 鈴
すず

木
き

　和
かず

基
もと

田原市街地の活性化について

P 10 小
お

川
がわ

　貴
たか

夫
お

連携型中高一貫教育の取組について

P 11 中
なか

野
の

　哲
あき

伸
のぶ

道路維持活動について

P 12 岡
おか

本
もと

　重
しげ

明
あき

まちづくりについて



ここが聞きたい 般一 質 問

8田原市議会だより 第92号（2024年1月）

動画へ
GO

動画へ
GO

赤羽根市民センター 一帯の施設の方向性について

問 	 赤羽根市民センター、赤羽根文化会館及び赤羽根
図書館の今後の方向性について市の考えは。

答  それぞれ老朽化などが進んでいることから、今後、
維持していくことが困難な施設として、取り壊す
方向で検討しているが、市民窓口機能、図書サー
ビスについては、赤羽根地域に欠かせない機能と
認識しており、維持していきたいと考えている。

問 	 赤羽根文化会館の大規模改修には多額の費用が必
要とのことだが、どの程度の金額か。

答  現在、不具合が生じている空調設備と屋上防水の
改修で約1億7千万円必要になると試算されてお
り、その他の改修や今後の維持管理経費等も合わ
せると、さらに大きな費用が必要になると見込ん
でいる。

問 	 これまで適切な管理がされていれば、さらに長寿
命化もできたのではと思うが、これまでの対応は。

答  他の公共施設等への複合化などを検討する施設と
して位置付けられており、この前提において適切
な維持管理を行い、施設の健全化に努めてきた。

問 	 市民窓口機能と図書館サービスを維持していくと
のことだが、どのような施設を検討しているのか。

答  市民窓口機能と図書サービスを併せ持つ複合的な
施設を視野に入れ、今後、手法の検討を進めてい
く。

問 	 検討段階で地域住民の声を聞き、尊重していただ
きたいが、今後の説明をどのように行っていくの
か。

答  必要に応じ各市民館単位などで説明し、意見を伺
う機会を設けることを検討していく。

取り壊す方向で検討しているが、市民窓口機能などは維持して
いきたい

赤羽根市民センター等の施設の方向性は

ア
イ
ア
ン
マ
ン
70
・
3

東
三
河
ジ
ャ
パ
ン
in
渥
美
半
島 

に
つ
い
て

問	

本
年
度
開
催
し
た
経
緯
、
目
的
は
。

答 

平
成
28
年
に
現
在
の
東
三
河
ス
ポ
ー
ツ
地
域
振
興
財
団
を
構
成

す
る
企
業
等
か
ら
、
東
三
河
を
世
界
に
発
信
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
考
え
が
本
市
に
示
さ
れ
た
。
令
和
3
年
1
月
頃
か
ら
本

格
的
な
検
討
、
令
和
4
年
6
月
上
旬
か
ら
関
係
機
関
等
と
の
調

整
が
始
ま
り
、
令
和
5
年
6
月
10
日
に
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

問	

大
会
へ
の
負
担
金
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源
と
す
る

と
し
て
い
た
が
、
こ
れ
以
外
の
支
出
は
な
か
っ
た
の
か
。

答 

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源
と
し
た
も
の
以
外
な
い
。

問	

大
会
を
振
り
返
り
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
と
聞
い
て

い
た
が
、
中
止
に
な
っ
た
理
由
は
。

答 

特
に
課
題
と
な
っ
た
交
通
規
制
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
な
対
策

が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
不
十
分
な
情
報
で
市
民
の
混
乱
を
招
く

恐
れ
が
あ
っ
た
た
め
。

自由民主党田原市議団
内
ない

藤
とう

  喜
き

久
く

枝
え

開
催
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
が
、

地
域
の
交
通
事
情
等
へ
の
配
慮
が
不
可
欠
で
あ
る

来
年
以
降
の
大
会
に
つ
い
て

市
の
考
え
は 自由民主党田原市議団

古
ふる

川
かわ

  幸
ゆき

宏
ひろ
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ここが聞きたい 般一 質 問

田原市議会だより 第92号（2024年1月）

消防団の在り方について

問 	 大規模災害時には人手不足が懸念され、災害現場
で活動する団員数を確保することが必要だと考え
るが、基本団員及び機能別消防団員の確保策につ
いて市の考えは。

答  処遇改善や行事の見直し、出初式・観閲式の式典
を集約し負担軽減を図るとともに、ケーブルテレ
ビなどを活用し、消防団のイメージアップを図り
募集を行っている。市民の皆様に地域の安心・安
全を守る消防団の活躍をアピールし、消防団員の
確保、持続可能な消防団活動の推進を図っていく。

問 	 愛知県操法大会に出場しないとしたが、今後の田
原市消防団ポンプ操法大会の在り方について、ど
のように考えているのか。

答  消防操法大会に関する検討会では、消防団員や家
族の負担軽減、若い世代の価値観にあった入団し
やすい環境づくりが必要との見解が消防団から示
されたため、愛知県操法大会への出場辞退と市消
防団ポンプ操法大会の廃止を取り決めた。操法訓
練はさまざまな訓練の選択肢の一つとして位置づ

け、消防団員の負担軽減に配慮した訓練の在り方
に見直す。

問 	 競技化した訓練の廃止も検討すると伺っている
が、消防団員の技能の維持などが懸念される。今
後の消防団技術の伝承や消防団活動訓練は。

答  消防団が持つ技術の伝承には、活動訓練の方針を
策定し、訓練の標準化、技能取得の充実化を図っ
ていく。訓練方針は、消防団の意見を反映した訓
練項目を取り入れるなど、基本的な訓練をはじめ、
火災対応や地域特性に応じた災害訓練など、各分
団が必要とする訓練項目を選択し、消防団が主体
的に取り組めるものとする。

操法大会を廃止し、負担軽減に配慮した訓練の在り方に見直す

今後の田原市消防団ポンプ操法大会の
在り方は

問	

来
年
以
降
の
大
会
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
の
市
の
考
え
は
。

答 

主
催
者
か
ら
今
年
と
同
時
期
で
開
催
し
た
い
と
打
診
さ
れ
て
お

り
、
継
続
的
か
つ
発
展
的
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

た
だ
し
、
多
く
の
市
民
が
大
会
の
効
果
を
実
感
で
き
る
環
境
整

備
や
迂
回
路
の
設
定
な
ど
、
地
域
の
交
通
事
情
等
へ
の
配
慮
が

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問	

同
時
期
で
の
開
催
と
な
れ
ば
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
タ
イ
ト
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
1
年
先
延
ば
し
に
し
て
準
備
を
進
め
る
検
討
は

さ
れ
な
い
の
か
。

答 

連
続
し
て
開
催
す
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
選
手
の
確
保
に
つ

な
が
る
と
伺
っ
て
い
る
。

問	

主
催
者
に
住
民
説
明
会
な
ど
を
設
け
る
よ
う
働
き
か
け
る
考
え

が
あ
る
の
か
。

答 

主
催
者
に
は
、
説
明
会
な
ど
を
開
催
す
る
よ
う
働
き
か
け
て
い

く
。
市
も
協
力
し
、
丁
寧
に
説
明
を
し
て
い
き
た
い
。

動画へ
GO

国民民主党田原市議団
中
なか

村
むら

  健
けん

太
た

郎
ろう



ここが聞きたい 般一 質 問

10田原市議会だより 第92号（2024年1月）

動画へ
GO

動画へ
GO

問 	 中心市街地では、ハード面の整備や都市施設の誘
導などが進められてきたが、さらなる活性化が求
められる。中心市街地活性化に向けた今後の取り
組みについて考えは。

答  シンボルロードである田原駅前通り線の街路樹の
花木の植え替えや、田原駅前広場とロータリーに
おける花壇やフォトスポットの整備に取り組んで
いく。また、ララグランなどを活用し、市民だけ
でなく来訪者にも、さすが花のまち田原市と感じ
てもらえるような空間づくりをしていく。一方、
低・未利用地の活用については、サウンディング
型市場調査を実施し、民間活力の導入を視野に入
れながら、活性化に向けた土地利用を検討してい
く。

問 	 田原市街地の人口を、策定中の第2次総合計画の
人口推計に基づき算出すると、令和2年から計画
の最終年度である令和15年までに約1,300人減少
すると推計される。田原市街地における人口減少
対策の取り組みは。

答  空き家・空き地バンクの活用、空き家の改修や解

体への補助による不動産の流動化、さらには、田
原市民間宅地開発奨励金制度の活用により宅地開
発を促進し、居住を誘導していく。

問 	 中心市街地における景観まちづくりについて、今
後の市の方向性は。

答  花木や花を活用した花のまちにふさわしい景観づ
くりと、中心市街地の中で最も特徴のある旧城下
町の歴史を生かした景観づくりを中心に、田原中
部地区景観まちづくり検討会などの団体や市民と
一緒になって景観づくりに取り組んでいきたい。

田原市街地の活性化について

花のまち田原市と感じてもらえるような空間づくりをしていく

中心市街地活性化に向けた今後の
取り組みは

連
携
型
中
高
一
貫
教
育
の
取
組
に
つ
い
て

問	

中
高
一
貫
教
育
推
進
委
員
会
に
お
け
る
教
育
委
員
会
の
役
割
は
。

答 

全
体
計
画
や
教
育
課
程
部
会
な
ど
3
つ
の
部
会
の
活
動
計
画
の

検
討
等
に
お
い
て
、
持
続
可
能
な
取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
る
よ

う
意
見
を
述
べ
た
り
、
必
要
な
支
援
を
考
え
た
り
し
て
い
る
。

問	

計
画
的
に
部
会
を
開
催
し
、
中
高
の
教
員
が
定
期
的
に
情
報
発

信
を
し
て
い
く
と
良
い
と
考
え
る
が
。

答 

2
校
に
よ
る
情
報
交
換
会
「
す
ま
い
る
会
議
」
は
毎
月
1
回
開

催
さ
れ
、
3
部
会
の
活
動
の
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
。

問	

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
践
に
は
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
が
有
効

だ
と
思
う
が
。

答 

地
域
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
進
め
て
い

く
こ
と
は
有
効
で
あ
り
、
6
年
間
を
通
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
が

推
進
さ
れ
る
よ
う
福
江
中
学
校
の
計
画
に
合
わ
せ
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
が
配
置
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

自由民主党田原市議団
鈴
すず

木
き

  和
かず

基
もと

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
持
続
可
能
な
取
り
組

み
と
な
る
よ
う
連
携
し
て
い
き
た
い

連
携
型
中
高
一
貫
教
育
の

取
り
組
み
の
方
向
性
は

小
お

川
がわ

  貴
たか

夫
お

自由民主党田原市議団
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問	

連
携
型
中
高
一
貫
教
育
を
行
っ
て
い
る
両
校
の
生
徒
た
ち
が
田

原
市
文
化
協
会
の
文
化
祭
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
地
域
連
携
と

い
う
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
と
思
う
が
。

答 

年
間
計
画
や
授
業
計
画
に
も
関
わ
る
の
で
、
部
会
や
文
化
協
会

等
々
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
を
注
視
し
て
い
く
。

問	

7
年
目
を
迎
え
る
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
の
取
り
組
み
の
方
向

性
は
。

答 

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、「
6
年
間
の
交
流
で
、
確
か
な
学
力
と

豊
か
な
人
間
性
を
育
成
し
、
田
原
市
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
生

徒
の
育
成
を
目
指
す
」
と
い
う
大
き
な
狙
い
を
共
有
し
、
交
流

等
の
活
動
が
持
続
可
能
な
取
り
組
み
に
な
る
よ
う
に
連
携
し
て

い
き
た
い
。

道路維持活動について

問 	 自転車走行環境の保全等の取り組みは。
答  直営の道路維持班を置き、市道の日常的な維持補

修や草刈りなどを行うとともに、雑草対策として、
草刈り等の事後対策と合わせて防草舗装などの抑
制対策に取り組んでいる。

問 	 草の成長も早く、刈っても追いつかない状況の中、
今後どのように維持管理の向上をしていくのか。

答  現在試行している植樹帯などでの防草シート等の
防草効果を検証しつつ、雑草抑制の工法等をコス
ト面・景観面など多面的に研究し、その結果に基
づき、最適な手段にて抑制対策を広く進めていき
たい。また、乗用型の草刈り機などを活用し、機
械化を組み合わせることで、作業の効率化を図っ
ていきたい。

問 	 直営の道路維持班に、草刈りや除草等の専門部隊
を別に編成する考えは。

答  限られた作業員を柔軟に現場に配分することが、
作業的には有効であり、あえて専属編成にするこ
とは、なかなか利点を見出せない。

問 	 道路維持整備に関わる団体活動の今後の展望は。
答  企業やＮＰＯ法人などに広く参画していただくた

め、資機材などの貸出し、収集運搬支援など支援
体制を拡充し、また、協力団体の表彰など顕彰活
動を充実していくことで、ボランティア団体の増
加に取り組んでいきたい。

防草舗装等の抑制対策を広く進めていきたい

今後どのように道路の維持管理をして
いくのか

動画へ
GO

自由民主党田原市議団
中
なか

野
の

  哲
あき

伸
のぶ
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動画へ
GO

問 	 臨海開発・企業誘致で市財政を潤わせる目的は達
成できたにもかかわらず、地場産業の衰退が進ん
でいると危惧している。地場産業の衰退について
どのように捉えているのか。

答  地場産業は、後継者不足や消費者のニーズ変化な
どさまざまな課題があるが、本市産業の中核とし
ての役割を担っているため、その活性化は重要で
あると認識している。

問 	 農地の資産価値が下落していると感じているが、
本市の農業経営に対する影響をどのように捉えて
いるのか。

答  農地の価格は全国的に下落が続いており、本市に
おいても同様の状況となっている。農地の資産価
値が下がることは、農業者にとって経営資金の調
達、将来的な経営戦略に影響を及ぼす可能性があ
ることを憂慮しており、引き続き動向を注視して
いく必要がある。

問 	 6次産業化が進むことで、本市の地場産業や移住
者に与える影響は。

答  農家や事業者の収益性の向上が図られるととも
に、雇用機会の拡大や地域産業の持続的な振興の
呼び水となると考えている。また、交流人口や関
係人口が拡大することから、移住者の増加や定着
にも結びつくことが期待される。

まちづくりについて

地域産業の持続的な振興の呼び水となると考える

6次産業化が進むことで、地場産業に与える
影響は

青嵐会
岡
おか

本
もと

  重
しげ

明
あき

https://www2.city.tahara.aichi.jp/gikai/

議会ホームページで本会議（一般質問）の
映像を見ることができます

パソコン・スマートフォン・タブレット端末で
本会議（一般質問）の映像を見ることができます。

①下の二次元コードかアドレス
からアクセス
②視聴したい定例会、日程、議員
を選択

利用方法

お知らせ　information

日 月 火 水 木 金 土

開会時刻は10時です。（総務産業委員会13：30、予算決算委員会9：00）
※日程および時間は、変更になる場合があります。
マークの日に、施政方針および一般質問の映像をケーブルテレビ・

インターネットで中継していますので、ぜひご覧ください。
本会議・委員会は誰でも傍聴できます。

2/25 26 27 28 29 3/1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

令和6年第1回定例会（3月定例会）会期
2月29日 (木 )～ 3月 21日 (木 )

本会議
(施政方針･議案審議)

本会議
(代表質問・一般質問)

本会議
(一般質問)

文教厚生委員会
総務産業委員会

予算決算委員会

議会運営委員会 本会議
（採決等）

春分の日
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　10月23日、設楽町議会議員の方々が田原市を訪れ、伊良湖岬にある伊勢湾海上交通センターを共に視察
するなど、交流を図りました。
　田原市（旧田原町）と設楽町（旧津具村）との姉妹提携が縁となり、議会でも友好親善を深めるため交流
をはじめ、平成13年に津具村議会が旧田原町を訪れて以後、相互に訪問し、交流を図っています。

田原市総合計画審査特別委員会は、令和4年第2回定例会において設置され、議員の任期満了に伴い一旦消
滅しましたが、引き続き調査を行うべく、令和5年第1回臨時会で改めて特別委員会を設置し、第2次田原市
総合計画策定に向けた調査・研究を進めてきました。

令和5年12月7日の特別委員会で議案第105号
「第2次田原市総合計画の基本構想について」
を審査し、これをもって調査・研究を終了し
たため、12月8日、議長に報告書を提出しま
した。
令和5年第4回定例会最終日の12月14日、本会
議において、特別委員会は廃止されました。

設楽町議会との交流会を行いました

田原市総合計画審査特別委員会の
活動報告書を提出しました
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　野田市民館、和地市民館、童浦市民館において、令和５年第３回定例会の議会報告及び各会場のテーマごと
に意見交換を行いました。いただいたご意見は全て議員全員で共有し、政策提案の検討材料としていきます。
※ご意見は抜粋して掲載しています

・移住促進として、18歳までの子どもの学費や医
療費の無償化を進めてはどうか。

・砂浜が浸食され、崖まで波がきている。沖に潜
堤を設置してほしい。

・歩道設置が進んでいないため、通学路が危険で
ある。

・田植えや稲刈りは委託で対応しており、子どもも
農業を継いでくれそうになく、農地の維持管理が
課題となっている。

・和地小学校跡地を防災機能を兼ね備えた施設とし
て再利用してほしい。車中泊しやすい環境整備な
どができないか。

・アイアンマンレースは交通規制など負担が大き
かった。メリットや効果はあったのか。

・企業誘致が進められているが、道路の渋滞対策
など環境面に配慮してほしい。

・ぐるりんバスの増便など高齢者の移動手段を考え
てほしい。

11月10日　和地市民館

・少子化が進む中の学校の統廃合について
・農業について

・海岸浸食防止対策について
・災害時の避難場所について
・アイアンマンレースについて

・こども園と小学校について
・地域の将来像について
・地域の生活利便性について

11月13日　童浦市民館

アンケートの自由意見から

11月9日　野田市民館

　議会だよりを配布されるが、普段
あまり見ない。市議の説明があれば
分かりやすいと思った。

　議員と校区市民との忌憚のない意
見交換ができ、参加して良かった。
地域に根差した議員活動をよろしく
お願いします。

　今回初めて議員とたはらトークに
参加させていただきましたが、とて
も良いことだと思うので今後も続け
てほしいです。

意見交換会
テーマ

意見交換会
テーマ

意見交換会
テーマ
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11月20日
野田校区レディースクラブ
議場等見学

野田校区レディースクラブの皆さまが来
庁。議場等を見学いただき、副議長が市
議会の仕組みなどを紹介しました。

10月7日
特別展「ドナルドキーンと
渡辺崋山」開会式

10月28日
田原市制施行20周年記念式典

田原市制20周年・田原市博物館開館30年・
渡辺崋山生誕230年を記念する特別展の開
会式に議長が出席し、開催を祝いました。

式典で議長が祝辞を述べるとともに、式
典に併せ実施された非核・平和都市宣言
記念植樹を行いました。

9月27日
高松小学校café

高松小学校で開催されている小学校café
を訪問し、コミュニティ・スクールの取
り組みの様子を伺いました。

議
会
の
活
動

議
会
の
活
動

10月17日
広報広聴委員会報告会

市民館で実施している議員とたはらトークをよ
り良いものとするため、実施にあたっての課題
を広報広聴委員で整理し、今後の運営方法等に
ついて委員外議員と情報共有しました。

▪募集期間 令和6年2月29日（木）まで（直接持参の場合は執務時間内・郵送の場合は締切日必着）
▪応募方法 二次元コードなどから議会ホームページにアクセスしてください。
 ・申込書に必要書類を添えて提出してください。
 ・「田原市議会だより広告募集要項」をよく読み、規定を遵守してください。
▪選考方法 広報広聴委員会で審査し、応募者多数の場合は議会だより広告掲載要領

第8条の規定に基づき決定します。

有料広告募集
　田原市議会では、地域経済の活性化を目的として
「田原市議会だより」に掲載する有料広告を募集します。
▪掲載位置 最終ページ下段（16ページをご覧ください）
▪募集枠数 2枠（枠サイズ:縦55mm×横85mm）
▪掲 載 号 令和6年4月15日号～令和7年1月15日号
▪掲 載 料 年41,880円（10,470円/回）
▪参考情報 A4版カラー刷り　年4回発行（1回約2万部発行）
 市内の全世帯等に配布、市役所・公共施設で配布

▪問い合わせ先　田原市議会事務局　☎0531-23-3533　 	gikai@city.tahara.aichi.jp

11月17日
東三河市町村議会議長協議会
要望活動

東三河地域の将来に向けた道路整備など
の陳情書を県知事に提出しました。

ま
ちかど
イ
ン
タ
ビ
ュ
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※財源確保のため、有料広告として掲載しています。広告については、田原市議会が推奨するものではありません。

パートさん
しその葉の摘み取り作業

しその葉の結束・パック詰め

（応募）まずはお気軽にお電話ください。

内職さん
募
集

TEL 0531-37-0447
（有）前田園芸 田原市江比間町二字郷中45

自宅：TEL0531-37-0447

パートさん
内職さん
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神
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
の
皆
さ
ん

Vol.39

｜
｜

4
年
ぶ
り
に
夏
祭
り
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
ね
。

　4
年
前
の
引
き
継
ぎ
を
聞
き
な
が
ら
皆
さ
ん
が
手
探
り
で
、
一

生
懸
命
に
企
画
を
し
て
、
一
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
進
め
ま
し
た
。

夏
祭
り
は
、
参
加
さ
れ
る
方
が
昔
と
違
う
と
感
じ
な
が
ら
も
多

く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
中
で
も
子
ど
も
が
結
構
多
い

と
感
じ
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
昔
は
地
区
対
抗
の
要
素

が
強
か
っ
た
で
す
が
、
今
は
各
地
区
の
交
流
や
親
睦
が
目
的
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
開
催
で
き
な
か
っ
た
事
も
あ
り
、
知

ら
な
い
人
が
準
備
し
た
り
参
加
し
た
り
と
面
白
い
現
象
が
起
き

ま
し
た
。

｜
｜

地
域
の
皆
さ
ん
の
反
応
は
。

　参
加
さ
れ
た
方
は
、
結
構
楽

し
ま
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

目
的
が
地
域
の
交
流
や
親
睦
な

の
で
、
今
後
も
参
加
さ
れ
た
方

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
や
り

方
や
進
め
方
を
考
え
、
参
加
者

を
増
や
し
て
継
続
し
て
い
き
た

い
で
す
。
人
と
人
の
つ
な
が
り

が
広
が
っ
て
い
く
と
い
い
と
思

い
ま
す
。

｜
｜

今
後
は
ど
の
よ
う
な
地
域
に
し
て
い
き
た
い
で
す
か
。

　今
後
も
各
地
区
の
総
代
さ
ん
を
中
心
に
、
地
区
の
中
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、
横
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
校
区

の
皆
さ
ん
が
顔
を
見
な
が
ら
話
が
で
き
れ
ば
一
番
い
い
の
か
な

と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
事
は
継
続
し
て
や
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
し
、
地
区
の
中
で
親
睦
を
図
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
地
区
と
し
て
も
ま
と
ま
っ
て
い
か
な
い
と
思

い
ま
す
。
地
区
ご
と
の
つ
な
が
り
を
校
区
の
中
で
生
か
し
て
、
活

力
あ
る
地
域
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
聞
き
手
：
柳
元
浩
幸
）
令
和
５
年
9
月
取
材

「
待
望
の
地
域
行
事
再
開
! !
」

広告枠 広告枠
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※財源確保のため、有料広告として掲載しています。広告については、田原市議会が推奨するものではありません。

パートさん
しその葉の摘み取り作業

しその葉の結束・パック詰め

（応募）まずはお気軽にお電話ください。

内職さん
募
集

TEL 0531-37-0447
（有）前田園芸 田原市江比間町二字郷中45

自宅：TEL0531-37-0447

パートさん
内職さん
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Vol.40

渥
美
混
声
合
唱
団
の
皆
さ
ん

｜
｜

活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
。

　
平
成
4
年
に
旧
渥
美
町
で
開
催
さ
れ
た
「
柳
田
國
男
ゆ
か
り

サ
ミ
ッ
ト
」
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
地
元
に
伝
わ
る
歌

を
組
曲
に
し
た
も
の
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
時
に
結
成

さ
れ
た
合
唱
団
を
母
体
と
し
て
、
渥
美
混
声
合
唱
団
が
誕
生
し

ま
し
た
。

｜
｜

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
。

　
指
導
者
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
各
1
名
と
女
声
14
名
、
男
声
6
名
の

総
勢
22
名
で
、
毎
週
木
曜
日
午

後
8
時
か
ら
10
時
ま
で
、
渥
美

文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
練

習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
団
誕
生
の
も
と
と
な
っ
た
叙

情
歌
「
椰
子
の
実
」
を
は
じ
め
、

唱
歌
、
ポ
ッ
プ
ス
、
外
国
曲
な

ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品

を
、
田
原
市
文
化
祭
や
、
市
内

の
中
学
校
、
こ
ど
も
園
、
高
齢

者
施
設
、
観
光
施
設
で
演
奏
し
、

地
域
の
皆
さ
ま
と
の
関
わ
り
を

大
切
に
し
な
が
ら
活
動
し
て
い

ま
す
。

｜
｜

活
動
の
中
で
大
変
だ
っ
た
こ
と
や
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
に
よ
り
、
飛
沫
の
拡

散
を
伴
う
合
唱
は
、
活
動
が
困
難
に
な
り
ま
し
た
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
、
リ
モ
ー
ト
で
何
と
か
練
習
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
、

現
在
も
マ
ス
ク
着
用
な
ど
感
染
予
防
対
策
を
行
い
な
が
ら
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
大
き
な
演
奏
会
の
際
は
、
何

カ
月
も
前
か
ら
準
備
に
取
り
か

か
る
の
で
と
て
も
大
変
で
す
が
、

本
番
を
終
え
た
と
き
は
充
実
感

で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
施
設
を
訪
問
し
た
時
は
、

入
所
者
の
方
々
が
一
緒
に
歌
っ

て
く
だ
さ
る
な
ど
、
身
近
に
触

れ
合
え
る
喜
び
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
愛
・
地
球
博
や

東
大
寺
大
仏
殿
、
伊
勢
湾
フ
ェ

リ
ー
、
豊
橋
動
物
園
、
田
原
市

の
友
好
都
市
で
あ
る
長
野
県
阿
南
町
で
の
演
奏
や
、「
め
ざ
ま
し

テ
レ
ビ
」
な
ど
の
テ
レ
ビ
番
組
へ
の
出
演
な
ど
、
貴
重
な
経
験

も
数
多
く
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

｜
｜

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
地
域
で
の
演
奏
活
動
を
中
心
に
、
い
つ
ま
で
も
良
き
仲
間
と

大
好
き
な
歌
を
歌
い
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　
近
年
、
団
員
の
減
少
・
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
一
緒
に
歌

う
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
合
唱
未
経
験
の
団
員
も
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
聞
き
手
：
古
川
幸
宏
）
令
和
５
年
11
月
取
材

「
歌
え
る
喜
び
を
か
み
し
め
な
が
ら
♪
」


